
　　

医
師
は
、
医
師
免
許
取
得

後
、
厚
生
労
働
省
の
指
定
す
る

基
幹
型
臨
床
研
修
病
院
（
以
下

研
修
病
院
）
に
て
２
年
間
の
初

期
研
修
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

初
期
研
修
の
目
的
は
、
こ
の

期
間
に
基
本
的
な
診
療
能
力
の

獲
得
や
医
師
と
し
て
の
プ
ロ
フ
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る
医
師
の
養
成
を
進
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
全
国
的
に
も
初
期
研
修

の
質
の
向
上
は
急
務
で
す
。
全

国
に
は
約
１
０
０
０
の
研
修
病

院
が
あ
り
ま
す
が
、
認
定
病
院

は
１
６
０
病
院
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
岡
山
県
内
で
は
研
修
病
院

は
16
病
院
で
、
認
定
病
院
は
３

病
院
で
す
（
２
０
１
４
年
９
月

末
時
点
）。

　

協
立
病
院
は
岡
山
県
内
で

は
、
４
番
目
の
認
定
病
院
を
め

ざ
し
て
審
査
を
受
け
ま
し
た
。

　　

現
在
、
当
院
の
研
修
医
は
４

人
（
１
年
次
３
人
・
２
年
次
１

人
）
で
す
。
研
修
医
は
、
特
定

の
科
に
所

属
せ
ず
、

さ
ま
ざ
ま

な
科
を
ロ

ー
テ
ー
シ

ョ
ン
し
て

総
合
的
な

力
量
を
高

め
て
い
き

ま
す
。
研

修
医
に

は
、
必
ず

上
級
医
・

指
導
医
が

配
置
さ

れ
、
常
に
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
な
が
ら

日
々
研
鑽
を
積
ん

で
い
ま
す
。

　

明
る
く
ガ
ッ
ツ

の
あ
る
研
修
医
が

多
く
、
朝
早
く
か

ら
出
勤
し
て
患
者

さ
ん
の
診
察
を
行

い
、
夜
も
遅
く
ま

で
調
べ
も
の
を
す
る
な
ど
、

日
々
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
師
だ
け
で
は
な
く
地

域
の
組
合
員
さ
ん
や
メ
デ
ィ
カ

ル
ス
タ
ッ
フ
全
体
で
、
医
師
の

養
成
を
行
っ
て
い
る
の
が
当
院

の
特
長
で
す
。

　

支
部
の
班
会
や
保
健
大
学
の

講
師
な
ど
に
研
修
医
が
参
加
す

る
と
き
は
、
ぜ
ひ
組
合
員
の
み

な
さ
ん
か
ら
「
こ
ん
な
医
師
に

な
っ
て
ほ
し
い
」「
わ
た
し
た

ち
は
、
こ
ん
な
気
持
ち
で
健
康

づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

い
る
」
な
ど
伝
え
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
研
修
の
目
標
と

し
て
い
る
地
域
医
療

に
貢
献
で
き
る
医
師

を
育
て
る
た
め
に

は
、
地
域
で
活
動
さ

れ
て
い
る
み
な
さ
ん

の
思
い
を
知
る
こ
と

が
非
常
に
大
切
で

す
。

　

今
後
も
、
毎
年
４

人
の
研
修
医
の
採
用

を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
研
修
医
教
育
へ

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー

荻
野
隼
人

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
人
格
の

形
成
な
ど
多
面
的
な
教
育
を
行

う
こ
と
で
す
。

　　
Ｊ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
は
、
初
期
研
修
の

質
の
標
準
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
訪
問
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
第
三
者
機
関
の
評

価
を
通
じ
て
、
研
修
の
質
の
向

上
を
は
か
り
地
域
に
貢
献
で
き

医
療
生
協
ら
し
い

医
師
養
成
を
め
ざ
し
て

〜
Ｊ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
訪
問
審
査
を
受
け
る（
岡
山
協
立
病
院
）
〜

地
域
に
貢
献
で
き
る

医
師
を
育
て
る

初
期
臨
床
研
修
と
は

居宅での暮らしを支えるサービスとして次のようなものがあります。
①福祉用具の貸与（介護予防福祉用具の貸与）

出典：岡山市の介護保険パンフレット

日常生活の自立を助けるための福祉用具を貸与します。（対象：要介護1～ 5の人）
●車椅子・車いす付属品・特殊寝台・特殊寝台付属品・床ずれ防止用具・体位変換器・手すりやス
ロープ（工事を伴わないもの）・歩行器・歩行補助つえ・認知症老人徘徊感知機器・移動用リフト（つ
り具の部分を除く）・自動排泄処理装置
要支援者の自立支援に効果のある福祉用具を貸与します。（対象：要支援1・2の人）
●手すりやスロープ（工事を伴わないもの）・歩行器・歩行補助杖
＜注＞要支援1・2の人、要介護の人で、軽度者の人は特殊寝台、車いすなどの一部品目についての
福祉用具の貸与は原則対象外となっています。しかしながら、例外的に貸与が可能な場合もあります
ので、担当のケアマネジャーとよくご相談下さい。
サービス費用の目安：実際に貸与に要した費用に応じて異なります。

入浴や排せつなどに使用する貸与になじまない福祉用具を購入した場合に費用を支給します。
＊指定特定（介護予防）福祉用具販売事業所で購入したものに限ります
支給限度基準額：4月から翌年3月までの1年間で10万円（9万円を限度に払い戻します）

手すりの取り付けや段差の解消など一定の要件を満たす住宅改修費を支給します。なお、工事施
行前と施行後の申請が必要です。
支給限度基準額：1人につき20万円（18万円を限度に払い戻します）
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岡山医療生協の健診＆人間ドック
●バラエティー健診

＊その他事業所健診なども実施できます。詳しくはお問い合わせ下さい。
＊お問い合わせ先　岡山医療生協健診センター
　　　　　　　　　℡086-271-7845（直通）
＊就職・進学のため、健康診断書が必要な場合は上記料金とは異なります。

各院所にお問い合わせ下さい。

検　査　項　目 組 合 員 一　　般
肺がん（胸部レントゲン）検診 1,080円 2,210円
肺CT検査 10,800円 15,120円
胃がん検診（胃レントゲン検査） 4,860円 10,760円
胃カメラ検診（胃内視鏡検査）（協立・東中央） 9,720円 13,680円
ABC（胃がんリスク）検診　血液検査 3,240円 6,480円
腹部超音波検査（エコー） 2,160円 5,400円
大腸がん検診 1,300円 1,600円
子宮頸がん検診（協立） 2,160円 4,760円
婦人科（経膣）エコー（協立） 2,160円 5,400円
乳がん（視触診）検診（協立） 1,080円 2,210円
乳腺超音波検査（エコー）（協立） 2,160円 5,400円
マンモグラフィ（1方向）（協立） 2,010円 3,960円
マンモグラフィ（2方向）（協立） 3,030円 6,020円
B型肝炎検査 860円 2,640円
C型肝炎検査 1,080円 2,910円
骨密度検査（協立） 1,510円 3,120円
前立腺がん検査 1,080円 2,990円
視力・聴力 430円 430円
眼底・眼圧（協立） 2,160円 3,910円
眼底（東中央） 1,080円 1,955円
肺年齢測定 1,080円 2,160円
内臓脂肪CT（協立・東中央） 2,160円 4,320円
血圧脈波検査 1,080円 2,160円
頚部超音波検査（エコー） 2,160円 3,600円
脳オプション（頭部MRI・MRA、結果説明）（協立） 21,600円 21,600円
SAS（睡眠時無呼吸）検診（協立） 5,600円 7,410円
基本健診（どなたでも） 3,240円 6,480円
内科診察・血液検査・尿検査・身体計測・
血圧・心電図
レディース30コース（協立）（39歳までの女性） 7,410円 14,400円
内科診察・血液検査･尿検査･身体計測・
血圧・視力・子宮頸がん検診・乳がん視触
診・マンモグラフィまたは乳腺エコー（協立）
レディース40コース（協立）（40歳以上の女性） 10,300円 20,600円
内科診察・血液検査･尿検査･身体計測・
血圧・視力・子宮頸がん検診・乳がん視
触診・マンモグラフィまたは乳腺エコー・
大腸がん検診・婦人科（経膣エコー）（協立）
ヤングコース（39歳までの方） 3,910円 7,850円
内科診察・血液検査・尿検査･身体計測・
血圧・視力･聴力・胸部レントゲン

●人間ドック（半日）（協立・東中央） 29,000円 32,400円
　協立病院　月〜土午前、東中央（男性のみ）
●脳ドック（協立） 29,000円 32,400円
　協立病院　月・火・金

※消費税込み価格

研
修
医
は
日
々
研
鑚

②福祉用具購入費の支給（介護予防福用具購入費の支給）（対象：要介護1～ 5の人・要支援1・2の人）

③住宅改修費の支給（介護予防住宅改修費の支給）（対象：要介護1～ 5の人・支援1・2の人）

医療・介護のまめ知識 第26回

健 康 と 生 活

み
ん
な
で
育
て
る

サーベーヤーから質問を受ける佐久間医師

外部講師を招いてのベッドサイドティーチング
横井医師（左）・鳥越医師（左から3人目）

シミュレーターを使った実習風景
角南医師（左）・佐久間医師（右）

　

10
月
24
日
（
金
）、
岡
山
協
立
病
院
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
卒
後
臨

床
研
修
評
価
機
構
（
以
下
Ｊ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
に
よ
る
訪
問
審
査
を
受
け

ま
し
た
。
訪
問
審
査
の
対
象
は
、
医
師
の
初
期
臨
床
研
修
（
以
下

初
期
研
修
）
で
す
。


